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※事業の推進方針は、前年度の事業評価書に基づいて記載しています。（Ａ…拡充　Ｂ…継続　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止）

保健事業費 保健介護課
健康教育・健康相談・訪問指導・食生活改善事業等を実施しま
す 298 395 Ｂ  P274

健康診査事業費 保健介護課
生活習慣病の予防や早期発見、健康づくりへの意識高揚を図
るための健診事業を実施します 12,787 13,634 Ｂ  P275

地域保健医療事
業費

保健介護課 地域の保健医療の充実と救急医療体制の確保を図ります 23,097 28,163 Ｂ  P272

予防接種事業費 保健介護課
乳幼児から高齢者まで健康と生命を守る予防接種事業を推進
します 33,274 38,676 Ａ P29 P273

保健衛生一般管
理費

保健介護課
保健衛生に係る献血推進事業、けんこう南知多プラン推進事
業等を実施します 6,882 7,286 Ｂ P27 P270

離島診療所運営
費

保健介護課
篠島、日間賀島における安定的、継続的な医療を確保するた
め、診療所の管理運営費の補助及び維持管理を行います 9,865 7,417 Ｂ P28 P271

後期高齢者保健
事業費

住民課
後期高齢者医療広域連合より健康診査業務を受託し、南知多
町の被保険者に健康診査を行います 6,527 7,801 Ｂ  P239

国民健康保険特
別会計

住民課 国民健康保険制度の適切な運用に努めます 2,946,758 2,849,000 Ａ  P240

基本目標 地域で育むひとづくり

基本施策 生涯通じて取り組む健康づくり

誰もが本人の希望に応じ働き続け、退職後も元気で充実した老後を送るためには、生涯を通じた健康づくりが重
要です。一方で、医師・保健師等の確保、救急医療体制の確保、健診受診率の向上、生活に不可欠な医療機関
へのアクセス、地域の保健医療体制の整備が課題となっています。

生活習慣の改善などの日常的な健康づくりや予防医療の充実により、重篤な病気にかかる可能性を減らし、健
康寿命を延ばすことで、町民の生活の質を高めるとともに、医療に関わるコストの削減を目指します。

・母子健診や特定健診、その他の健診について、受診対象世代等に応じた工夫、拡充に取り組み、受診率の向
上を図ります。
・健康教育、食生活改善事業、介護予防講座など、町民の健康づくりに役立つ機会の充実に取り組みます。
・乳幼児から高齢者まで健康と生命を守る予防接種事業を推進します。
・医師・保健師等の待遇改善に必要となる財源の確保や、遠隔地医療など新たな技術の活用等、医師・保健師
等の確保対策を検討します。
・行政、知多南部地域における公的病院の医療機関と地域医療機関の連携により、安定的、継続的な医療の確
保を図ります。
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６．町民意識調査によるニーズ等

７．管理指標（ｐｔ）　町民意識調査による満足度

８．評価委員会の総合評価

５．地域との協働に関する取組み状況
○規則正しい生活リズム、定期的な運動、禁煙を心掛け、健康診断を積極的に受けている。
○「健康経営（従業員の健康を、企業の生産性の向上等につなげる取り組み）」を実践している。

自由記述意見から実現の可能性が高い又は条件によっては実現可能な提案等に関する記述のみを抜粋【関連する主な予算事業の番号】
①老人が長生きしやすい町づくりより、働き世代、子ども向けに目を向けないと人口の流出は止まらないと思う。より価値がありより多くのものを生み出す
ためには個人個人の活力が必要だと思う。
②診療所も毎日診察している訳でもないし、もっと重要性がある。特に高齢化しているのでなおさら毎日居てほしいです。曜日で居る意味が良く分からな
い。島民の事を考えて頂きたい。
③医者・歯医者等に行きやすい環境づくり（老人はくるまで運転していけない人もいるため）
④健康診断（住民健診）をより手軽にうけられるよう、各地域ごとでの開催日数を増やしたり、無料化できるとよい。予約制のものは予約するのが面倒であ
る。一層のこと義務化しては良いと思う。【1,2】
⑤高齢者だけでなく、町でスポーツクラブを作り、町民の中で講師ができる人にいろんなスポーツ教室をやってほしい。ヨガ、歩き方、走り方など参加しやす
さも大切。
⑥学校適正化が検討されているが、この第７次南知多町総合計画と相反することだと思う。これ以上、統廃合が続けば住民は離反し、若い人は町外へと
進むと思われる。結果ますます人口減少をたどると考える。
⑦通院の必要がない老人が多くなるとよい。若い世代に利用しやすい医療機関が存続してほしい。
⑧住民ひとり一人の健康への意識づけが重要であり、職場や家庭においても健康に関する取組が必要である。
⑨医療費削減についてもっと積極的に取り組むべき。【1,2】
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令和元年度　事業評価書

予算科目

予算額 2,781,814千円

決算額 2,759,223千円

計画（PLAN) 実施（DO)

主な事業 主な事業

予算額

決算額

財源（一般財源）

　　（そ の 他）

執行率

基本施策①

基本施策②

基本施策③

重点政策

評価（CHECK) 改善（ACTION)

目標値

実績値

達成度

推進方針 ※⑤

基本施策有効評価
（妥当性) ※④

費用対効果評価
（効率性) ※④

事業概要 国民健康保険制度の適切な運用に努めます
担当課　住民課

国保年金係　内線117・118

国民健康保険特別会計

2,946,758千円 財源内訳　一般会計繰入金 187,535千円 その他

78.7%

2,969,348千円 財源内訳　一般会計繰入金 187,534千円 その他

保険給付 健康診査 保険給付 健康診査

事業実績

事業内容
被保険者の医療や出産、死亡に対して、療
養給付費や高額療養費、出産育児一時金、
葬祭費を給付します。

特定健康診査等事業
40歳以上の被保険者に対して、特定健康診
査と特定保健指導を行います。

人間ドック・脳ドック助成事業
被保険者が受診する人間ドック・脳ドック
に対して、助成を行います。

1,904,944,000円 23,151,000円

1,893,761,817円 18,208,620円

10,360,000円 0円

1,883,401,817円 18,208,620円

99.4%

令和元年度末
　被保険者数　6,183人

特定健診受診者数　　1,515人
人間ドック受診者数　　184人
脳ドック受診者数　　　120人

1-5
安心して住み続けられる長寿
社会

3

1-3
生涯通じて取り組む健康づく
り 1-3

生涯通じて取り組む健康づく
り

事業指標 療養費等の適正な給付を行う。 健診受診率

1 2 3 1 2

医療費が増加傾向にある 受診率が県平均より低い

12回／年 44%

12回／年 37.3%

改善・対応策

特定健康審査、特定保健指導を推進し生活
習慣病予防に努める。
新薬と比較し安価なジェネリック医薬品へ
の切り替えを推進する。

受診勧奨通知を送付し特定健診の周知を行
う

達成

課題

未達成

担当課評価 ※③

国民健康保険事業の根本となる事業であ
る。

被保険者の健康維持と健康意識の向上のた
めに必要な事業である。

Ａ

低い　１　２　３　④　５　高い 低い　１　２　３　④　５　高い
※① 基本目標・基本施策…別紙　総合計画体系表参照
※② 重点政策　① 子育て支援と教育の充実　② 産業の活性化と雇用の確保　③ 定住支援
※③ 事業に対する評価及び、前年度事業評価書ACTIONに対する評価
※④ 評価（妥当性）…基本施策に対する有効性の高低　（効率性）…事業の費用対効果の高低
※⑤ 推進方針　Ａ…拡充　Ｂ…現状維持　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止検討

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　１　２　③　４　５　高い

Ａ
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